2021.10.26 オンライン
第４回産学連携研究（文部科学省SciREX共進化）会議　議事概要

1. 日時　2021年10月26日（火）17時～18時 
2. 場所　オンライン会議
3. 出席者
	氏　　名
	所　　属
	
	出欠 
	備考

	鈴木千賀
	九州大学
	研究代表者
	○
	水産・水産政策

	受田浩之
	高知大学
	研究実施者
	〇
	食品・地域連携

	吉用武史
	高知大学
	同・連絡担当
	○
	地域連携

	松本拓郎
	防災科学技術研究所（文科省）
	主行政担当
	〇
	科学技術政策

	根津純也
	文部科学省
	行政担当者
	〇
	科学技術政策

	大林徹也
	文部科学省
	行政担当者
	遅
	科学技術政策

	竹村明洋
	琉球大学
	研究協力者
	〇
	水産・社会連携

	 藤川清史
	愛知学院大学・名大名誉教授
	研究協力者
	○
	計量経済・開発

	石田実
	九州大学
	研究協力者
	○
	水産資源

	白山義久
	JAMSTEC
	協力
	○
	海洋生物多様性

	瀬名波出
	琉球大学
	協力
	○
	藻類利用・工学

	木戸拓巳
	文部科学省
	協力
	○
	科学技術政策


　　※西川一弘、行武晋一 オブザーバー参加
議題　※議長・進行（鈴木）
議題１：自己紹介（90秒/人）（大林、白山、瀬名波）17時0分～17時5分
議題２：次回アドバイザリー委員会との意見交換会調整（鈴木）17時5分～17時15分	資料1、2
　日程の確認と、意見交換会に向けた準備をおこなった。パワポは代表・実施・行政で準備する。
議題３：HPおよび書籍について（鈴木）17時15分～17時25分　　　　　　　	資料3、4
　HPと書籍についての内容が説明された、謝辞に掲載が必要な対象は鈴木まで連絡：以上、承認。
議題４：学会・国際会議報告（鈴木、吉用）17時25分～17時40分　　　　　　	資料5
　産学連携学会、日本海洋政策学会、IMBER(審査中)の詳細や申し込みについて、参加希望者は鈴木
　へ：承認
[bookmark: OLE_LINK1][bookmark: OLE_LINK2]議題５：統計解析について（鈴木）　17時40分～17時50分		資料6-9
①役員（博士・修士）と一般教員の違い、②博士の検証（基礎原理）
③修士実務家や経済・ビジネス系学部の傾向、④教育学部の傾向（感情）
　偏回帰係数から主効果プロットに検証方法を変更し、インセンティブを可視化/変更点
　→コメントを追加したい、コメントがある場合は鈴木まで：承認
議題６：共有書籍について（鈴木）　17時50分～17時55分		資料10
　共有書籍についての紹介をおこなった。本PJに活用させて頂ける部分なども受田先生と模索する。
議題７：その他　17時55分～18時
(1)今後の予定12月（成果のとりまとめ会議）→メールで調整　2or3月（将来計画会議）→メールで調整　研究実施者等と行政担当との小会議は随時実施、皆様（全体）とはメール審議
(2)その他：白山：Global Ocean Science Report紹介、独法と大学の違い
[bookmark: _GoBack]　　 　　　瀬名波：工学部の産学連携、近年は申請の半数を占める。議題5についての活用。


